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この地域の用水は十和田湖を中心とする奥入瀬川綜合開発の一環として、農林省、建設省及び厚生省の三省の協定に基づく奥入瀬川河水系統
制計画により計画された発電事業とに一体不可分の関係において河水の統制が行われ又十和田湖岸から国営開墾地に至る間に設置された焼山、
立石及び法量の三地点の発電事業と開墾事業間の各種施設の管理については、河水統制計画の覚書に基づき農林省と東北電力株式会社と分担管
理をしているが、その中三本木原頭首工から法量発電所放水路までの間の部分の導水路については管理の方法、管理費用の負担等につき今後尚
別途に細部の協定を必要とするものである。
次に奥入瀬川河水統制計画と同覚書を掲げれば次の通りである。

内務省発土第６９号
昭和１２年１０月６日

農林次官 殿

内務次官

奥入瀬川河水統制に関する件

標記の件に関し本月５日関係官庁係官の御参集を煩し御協議を重ねたる結果別紙の通り成案を得候に付右に基き事業計画を図ること

に致したく右に関し至急何分の御面示相成度候

追て施行上の具体的方法に付必要なる事項は改めて御協議することに致度申添候

１２農第１２９５０号
昭和１２年１１月４日

内務次官 殿

農林次官

三本木原開墾計画に関する件

予て御打合中の標記の件に付て１０月６日内務省発土第６９号を以て御来照の趣旨に依り事業の進捗を図ることに可致候条御諒知相成度候也
追て工作物の所属経費の負担については当省と水力発電業者との間に適当に協定すべきこと勿論の議に候も（木の下平関係文はその後
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変更に依り省略）本計画に依り関係湖沼河川並其の沿海の漁業に影響を及ぼすことある場合は之を軽減せしむる為適当の施設をなさしめ止むを
得ざるものありては之れが救済の道を講ぜしむる様御配慮相成度申進候

内務省発土第６９号の内
昭和１２年１２月１１日

農林次官 殿

内務次官

奥入瀬川河水統制計画に関する件

標記に関し１０月６日本号を以て申進候処今回御回答の次第も有之左に依り事業計画の進捗を図ることに致度重ねて申進候

１．水力発電事業は本計画の綜合的性質に鑑み馬門発電所以下の各発電計画を統一的に行うものとし其の趣旨に基き国営開墾事業と協

調を保ち必要なる地点より着手すること。

２．本計画のため影響を被ることある時十和田湖岸の施設に対しては必要に応じ適当の措置を講ずることとなし其の措置は事業の施行

にあたり定むること。

３．本計画の為関係湖沼等の漁業に影響を及ぼし之が為に対策を講ずる必要あるときは適当の施設又は救済の途を講ずるものとしその

要否程度等は事業の施行に当り定むること。

４．本計画により施設する工作物の所属経費の負担等は国営開墾事業と水力発電事業との協議調いたる所なるを以てその協議に基き別

紙の通り定むること。
以 上
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（一） 奥入瀬川河水統制計画

（昭和１２年１０月５日）
１．計画の概要

青森県三本木原及び木の下平に於て２,５００町歩を開墾し之に伴せ水力発電事業を行うため国立公園十和田湖の風致を損せざる範囲

に於て同湖の水を貯水し之れを必要に応じ放流利用す。

２．十和田湖貯水計画

イ 十和田湖岸子の口地内に於て十和田湖調節水門を築造し十和田湖の風致を考慮し同湖岸子の口に於ける農林省管理にかかる量水

標の水位０.０２尺以上３尺５寸７分までを限度として貯水すること。この貯水量約６４,１２３.０００‰である。

ロ 十和田湖の水を貯水するにあたりては奥入瀬川の湖致を考慮し同川の風致上必要な左の水量に達するまで貯水したる水を放流す

ること。

但し奥入瀬川の風致に必要なる水量に実施に付更に調査の上風致に支障なきことを認めたるときは之を相当減ずるものとす。

自 １月 １日 至 ４月２０日 昼間毎秒 ０.２７８‰ 夜間毎秒 ０.２７８‰

自 ４月２１日 至 ５月１０日 〃 １.３９１‰ 〃 ０.２７８‰

自 ５月１１日 至 １１月１５日 〃 ５.５６５‰ 〃 ０.２７８‰

自１１月１６日 至 １１月３０日 〃 ５.５６５‰ 〃 ０.２７８‰

自１２月 １日 至 １２月３１日 〃 ０.２７８‰ 〃 ０.２７８‰

ハ 貯水したる水は国営開田地のかんがい及び発電の為必要に応じ放流することを得るも奥入瀬川を利用して放流する水量は同川の

風致保全の為毎秒３８０立方尺以内とす。毎秒３８０立方尺以上の放流水は国立公園の風致せざるよう十和田湖より馬門附近に至
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る隧道を築造しこれにより放流するものとする。

ニ 奥入瀬川に於ける既許可のかんがい用水のため十和田湖に貯水したる水を奥入瀬川又は赤沼発電所より放流しかんがいに支障な

からしむること。

其の水量及び放流の時期左の通りである。

自 ６月 １日 至 ６月１０日 毎 秒 ７.３４６‰

自 ６月１１日 至 ６月２０日 〃 ８.３７６‰

自 ６月２１日 至 ６月３０日 〃 ９.１８２‰

自 ７月 １日 至 ７月１０日 〃 ７.６８０‰

自 ７月１１日 至 ７月２０日 〃 ９.２９４‰

自 ７月２１日 至 ７月３１日 〃 ９.７６７‰

自 ８月 １日 至 ８月２０日 〃 ９.７３９‰

自 ８月２１日 至 ８月３１日 〃 ５.３７０‰

ホ 十和田湖調節水門は河川の附属物に認定し之が管理は青森県知事に於て行うこと。但し管理に要する費用は国営三本木開墾事業

と水力発電事業との負担とすること。

３ かんがい用水計画

イ 三本木原国営開墾に必要なるかんがい用水のため十和田湖に貯水したる水を左の如く引用すること。本水量は早年に於ても昼夜

の別なく使用するものとする。
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Ａ 開墾反別 ２,５００町歩

Ｂ かんがい用水

水量及び引用の時期左の如し

かんがい期は５月２０日より８月３１日までとし左の通りとす。

自 ５月２０日 至 ５月３１日 毎 秒 ７.３１８‰

自 ６月 １日 至 ６月１０日 〃 ９.７６７‰

自 ６月１１日 至 ６月２０日 〃 １１.１３０‰

自 ６月２１日 至 ６月３０日 〃 １０.７１３‰

自 ７月 １日 至 ７月１０日 〃 １０.１８４‰

自 ７月１１日 至 ７月２０日 〃 １２.３８３‰

自 ７月２１日 至 ７月３１日 〃 １２.９９５‰

自 ８月 １日 至 ８月２０日 〃 １２.８５１‰

自 ８月２１日 至 ８月３１日 〃 ７.１５１‰

非かんがい期９月１日より翌年５月１９日までとす。

自９月１日 至５月１９日 毎秒０.２０９‰

奥入瀬川筋大字法量地内に取入口を設け法量発電所の放水を併せ最大約 １２,９９５‰を取水し新たにかんがい用水路を開墾し三本

木原開墾地に最大毎秒１２.９９９‰深持団地の開墾地に最大毎秒０．６９６‰を引用す。
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４ 水力発電事業

イ 十和田湖に貯水したる水は国営開墾に必要なるかんがい用水及び其の他既許可の水利事業に支障を及ぼさざる限度に於て水力発

電事業に利用するものとなし水力発電事業は大体左の計画によること。但し計画は実施調査を遂げたる上事業者に於て決定するも

のとす。

ａ 十和田湖より焼山に至る隧道の落差を利用し焼山付近に十和田発電所を設けること。
ｂ 十和田発電所の放水及び奥入瀬川の水を引用し立石発電所を設けること。
ｃ 立石発電所の放水及び奥入瀬川の水を引用し法量発電所を設けること。
ｄ 法量発電所の放水及び奥入瀬川の水を引用し国営開墾事業として施行する水路を利用して赤沼附近に赤沼発電所を設けること。

５ 事業の施行
イ 計画に係る事業は国営開墾事業と水力発電事業との双方に於て分担施行するものとす。その分担左の如し
Ａ 国営開墾事業として施行するもの
１ 奥入瀬川筋法量に於けるかんがい用水取水設備
２ 法量以下に於けるかんがい用水幹線工事

Ｂ 水力発電事業として施行するもの
１ 十和田湖調節水門工事
２ 十和田湖より焼山に至る隧道工事
３ 発電に関する設備

ロ 本事業の施行方法施行の順序及び時期については事業の効果を挙げるよう国営開墾事業と水力発電事業との間に密接なる協調を
保ち両者協議の上決定すること。

ハ 国営事業として施行する法量以下赤沼発電所水路分岐点に至る開墾用水幹線工事は水力発電事業に必要なる構造に依ることとな
しその設計は両者協議の上決定すること。

６ 工作物の所属、経費の負担
イ 工事費 ロ 工作物の所属並管理 ハ 将来の管理維持に要する費用は国営開墾事業と水力発電事業との間に適当に協定すること
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奥入瀬川河水統制に関する協議覚書

（１） 奥入瀬川筋法量に於けるかんがい用水取水設備
１ 工費の概算 ７３,０００円（但し外に土地買収並に物件補償費を含ましむるを要す）
２ 工費の負担者・国（農林省）
３ 工費の負担方法・昭和１３年乃至１８年度内に支出し（２）項の工事費中に合算す。
４ 工作物の所属・国（農林省）
５ 工作物の管理者（操作運営を含む以下同断）国（農林省）
６ 将来の管理維持（操作運営を含む以下同断）に要する費用の負担者振興電力株式会社（便宣会社と表示す以下同断）
７ 事業の施行方法 国（農林省）の直轄工事とす但し農林省は会社と協定の上其の施行を会社に委託することに付考慮す。
８ 施行の順序及時期 昭和１５年度に於て工事に着手し且つ同年度内に完了す。
９ 設計及許可等の申請手続を行う者 国（農林省）に於て設計及び工事施行の手続を行う。

（２） 法量以下赤沼発電所分水箇所迄の開墾用水幹線
１ 工費の概算 ６８４,０００円（但し外に土地買収並に物件補償費を含ましむるを要す）
２ 工費の負担者（農林省）
３ 工費の負担方法 昭和１３年度及至昭和１８年度左記継続方法により支出す（但し（1）項に対する工費概算 ７３,０００円
を含む）

年 度 昭和１３年度 昭和１４年度 昭和１５年度 昭和１６年度 昭和１７年度 昭和１８年度 計

金 額 １１０ ,０００ １１０,０００ １１０,０００ １１０ ,０００ １１０,０００ ２０７ ,０００ ７５７,０００

４ 工作物の所属 国（農林省）
５ 工作物の管理者 国（農林省）但し農林省は移管の場合は青森県に移管することとし、県より水利組合に管理を委任する如き
方法をとることに付考慮す。

６ 将来の管理維持に要する費用の負担者 会社
７ 事業の施行方法 国（農林省）の直轄工事とす。但し農林省は会社と協定の上其の施行を委託することに付考慮す。
８ 施行の順序及時期 昭和１３年度より昭和１６年度迄に完了す。但し１６年度には深持団地の用水を供給し１７年度には赤沼
発電所分水点以下用水幹線に全水量を供給す。

９ 設計及許可等の申請手続を行う者 国（農林省）に於て設計及工事施行の手続を行う。
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（３） 赤沼発電所、分水箇所より下流の開墾用水幹線工事
１ 工費の概算 １,１９３,０００円
２ 工費の負担者 国（農林省）
３ 工費の負担方法 昭和１３年以降１８年度迄継続支出す。
４ 工作物の所属 国（農林省）
５ 将来の管理維持に要する費用の負担者 国（農林省）
６ 事業の施行方法 国（農林省）の直轄工事
７ 施行の順序及時期 昭和１８年完了
８ 設計及許可等の申請手続を行う者 国（農林省）に於て設計及工事施行の手続を行う。

（４） 十和田湖調節水門工事
１ 工費の概算 １００,０００円
２ 工費の負担者 会社
３ 工費の負担方法 昭和１３年度支出
４ 工作物の所属 会社
５ 工作物の管理者 国（但し青森県知事は河川の附属物に認定し知事之を管理す）
６ 将来の管理維持に要する費用の負担者 会社
７ 事業の施行方法 会社の請負工事
８ 施行の順序及時期 昭和１３年度完了
９ 設計及許可認可の申請手続を行う者 会社に於て行うものとす但し国営開墾の水利に関係ある工事の設計計画工事の実施時期等に付て
は其の手続前農林省の承認を受くるものとす。

（５） 十和田湖より馬門に至る隧道工事
１ 工費の概算 ８３１,０００円
２ 工費の負担者 会社
３ 工費の負担方法 昭和１３年度より１５年度迄に支出す。
４ 工作物の所属 会社
５ 工作物の管理者 会社
６ 将来の管理維持に要する費用の負担者 会社
７ 事業の順序方法 会社の請負工事とする。
８ 施行の順序及時期 昭和１６年度に於て深持団地の用水１７年度には三本木平の全水量を供給するに支障なからしむ。
９ 設計及許可認可等の申請手続を行う者 会社に於て行うものとす但し国営開墾の水利に関係ある工事の設計計画、工事の実施時期等に
ついては其の手続前農林省の承認を受くること。
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（６） 発電に関する設備
１ 工費の概算
２ 工費の負担者、負担方法、工作物の管理者

将来の管理維持に要する費用の負担者事業の施行方法施行の順序及時期、設計及許可認可等の申請を行う者、以上会社関係とす。但
し施行の順序及時期に付き法量発電所の放水口は昭和１６年度に於て深持団地の用水、昭和１７年度に於て三本木平の全用水量を供給
するに支障なからしむること尚国営開墾の水利に関係ある工事の設計計画、工事の実施時期等に付ては其の手続前農林省の承認を受く
ること。

（７） 省 略

（８） 其の他
十和田湖及姉沼、小河原沼の漁業権に関する補償等本協定以外の費用を要する場合に於ては之れに付き両者更に協定する。

奥入瀬川河水統制計画に伴う変更協定書

協 定 書

奥入瀬川河水統制計画に基き木ノ下平に於ける国営開墾他１,１００町歩のかんがい用水補給に関し青森県（以下甲と称す）と東北振興電力
株式会社（以下乙と称す）との間に左の事項を協定す。但し乙に対し昭和１５年２月９日附青森県知事及秋田県知事連書を以て許可せられたる
水利使用の許可条件が変更許可せられることを前提とす。
第１条 乙は昭和１５年２月９日附青森県知事及び秋田県知事連書を以て東北振興電力株式会社に下附せられたる水利使用許可に伴う命令書

（以下命令書と称す）第１５条に定められたる木ﾉ下平に於ける国営開墾地に対するかんがい用水を供給するに必要なる施設を廃し之に
代ふるに本協定書第２条及び第３条の業務を履行するものとす。

第２条 乙は命令書１４条に定められたる外命令書１５に定められたる水量を国営開墾幹線水路に導入し得る様十和田湖の貯留水を調節放流す
るものとす。

第３条 第１条及び第２条に依る木ノ下平に於ける国営開墾地のかんがい用水引用方法変更に伴ひて生ずべき甲の施行する工事の貸用増加並開
墾地の破る損害に対し補償として金９００,０００円也を乙は昭和１６年度内に甲に支払ふものとす。

第４条 乙は命令書第１６条に定められたる義務を負担せざるものとす。
第５条 第３条の工事及損害補償は甲の責任に於て之を実施するものとす。
第６条 小川原沼揚水設備廃止に伴ひ奥入瀬川河水統制計画書の変更に際しては甲は乙に対し之が観決の幹旋をなすものとす。
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第７条 将来乙は他の会社と合併を為し或いは他に水利使用権を譲渡したるときは合併存続会社又は権利譲受人に於て乙の有する義務を本協定
書の定むるところに依り履行せしむるものとす。

第８条 本協定は命令書当該条項が本協定書に準じ変更許可されたる時に於て本協定収交しの日に遡り効力を発生するものとす。
第９条 後日の為本書弐通を作成し甲乙各壱通を所持するものとす。

昭和１６年１１月１９日

青森県知事 上 田 誠 一
東北振興電力株式会社
社 長 川 越 文 雄

「十和田土木事務所」経 由

青森県指令第３６１２号
指 令 河 一 ３８４

仙台市一番町三丁目７番１号
東 北 電 力 株 式 会 社

昭和４３年５月３１日付け総用発第７６号で申請のあった二級河川相坂川水系相坂川および同支川ならびに十和田湖（十和田、立石

、法量発電所）における発電用水利使用（更新）に関する河川法第２３条及び第２４条の許可（十和田発電所等）については別紙水利

使用規則を附して許可する。

昭和４８年６月２０日

青森県知事 竹 内 俊 吉 印

秋田県知事 小 畑 勇二郎 印
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水 利 用 使 規 則

青森県指令第３６１２号
指 令 河 ３８４
昭和４８年６月２０日（十和田発電所等）

（目 的）

第１条 この水利は、水力発電のためにするものとする。

（取水口等の位置）

第２条 取水口補給のための取水口および放水口の位置は次のとおりとする。

（１） 十和田発電所に係るもの

取水口 青森県上北郡十和田町大字奥瀬字尻辺山国有林６８林班 い小班地内 （十和田湖）

補給のための取水口

青森県上北郡十和田町大字奥瀬字尻辺山国有林７７林班は２小班地内（ソスペ川左岸）

同 ８０林班 い小班地内（小幌内川右岸）

同 ８５林班 に小班地内（大幌内川右岸）

同 字黄瀬山国有林９３林班 に小班地内（黄瀬川右岸）

同 １０１林班 に小班地内（橇ケ瀬川左岸）

同 ９９林班 は小班地内（二ノ沢川左岸）
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同 ９８林班 ほ小班地内（鍋倉沢川左岸）

同 ９８林班 は小林地内（滝ノ沢川右岸）

同 字蔦 国有林１１５林地 る小林地内（蔦川右岸）

同 １１４林地 い小林地内（蔦沼川右岸）

同 １１４林地 ３小林地内（重沼尻左岸）

放水口 青森県上北郡十和田町大字奥瀬字栃久保１１番地の１４地先 （相坂川右岸）

余水吐出口 同 大字法量字蔦国有林 ９６林班 ほ１小班地内（相坂川左岸）

（２） 立石発電所に係るもの
取水口 青森県上北郡十和田町大字奥瀬字栃久保１１番地の１７地先 （相坂川右岸）
放水口 同 字立石１９２番地の１地先 （相坂川右岸）
余水吐出口 同 １９２番地の１地先 （相坂川右岸）
余水吐出口 同 字栃久保１７９番地地先 （相坂川右岸焼山調整地）

（３） 法量発電所に係るもの
取水口 青森県十和田町大字法量字川端６番地の３地先 （相坂川左岸）
放水口 同 字前川原１１番地の２地先 （相坂川左岸）
同 同 字家の前５０番地の５地先 （相坂川左岸三本木原国営かんがい用水分流口）

（放水量等）
第３条 取水量および使用水量は、次のとおりとする。
（１） 十和田発電所に係るもの

最大取水量 十和田湖 ２０ ‰/s以内
ソスペ川 ０.８２ 〃
小幌内川 ０.６２ 〃
大幌内川 ３.４１ 〃
黄 瀬 川 ３.３６ 〃
橇ケ瀬川 ０.７１ 〃
二ノ沢川 ０.３９ 〃
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鍋倉沢川 ０.３７ 〃
滝ノ沢川 ０.４８ 〃
蔦 川 ３.３１ 〃
蔦 沼 川 ０.３０ 〃
重沼尻川 ０.３１ 〃

最大使用水量 ２０‰/s以内
常時使用水量 １０ 〃

尖頭負荷時に於ては、十和田及び焼山迄調整地の利用により、第４条第１項第５号に基づく範囲内において発電所負荷の状

態に応じ、相当量を増加して使用することができる。

（２） 立石発電所に係るもの
最大取水量 ２２.５０ ‰/s
最大使用量 ２２.５０ 〃
常時使用水量 １１.８０ 〃

（３） 法量発電所に係るもの
最大取水量 ２３.００ ‰/s
最大使用水量 ２３.００ 〃
常時使用水量 １２.００ 〃

２ 理論水力は、次のとおりとする
（１） 十和田発電所に係るもの 最大理論水力 ３５,５３５ ＫＷ

常時理論水力 １８,８６５ ＫＷ
（２） 立石発電所に係るもの

最大理論水力 １２,４３６ ＫＷ
常時理論水力 ６,６１５ ＫＷ

（３） 法量発電所に係るもの
最大理論水力 ７,８４４ ＫＷ
常時理論水力 ４,０８１ ＫＷ

（取水および流水の貯留の条件等）
第４条 取水および十和田湖における流水の貯留は、次の条件に適合するものでなければならない。



- 14 -

（１） 利用水深は、標高４００ｍから標高３９８.３３３ｍまでの１.６７７ｍとし毎年水位を最低にさせる時期は２月１５日から３月２０日
までの間とする。

（２） 毎年６月１日までに標高３９９.９５０ｍの水位に回復することとし、以後の最低水位は次の基準とする。但し発電のためにこの基準
水位を低下させることはできない。

６月１日 ３９９.９５０ ｍ
７月１日 ３９９.８６０ ｍ
８月１日 ３９９.６１０ ｍ
９月１日 ３９９.３２０ ｍ

１０月１日 ３９９.５８０ ｍ
１１月１日 ３９９.６７０ ｍ

（３） 奥入瀬渓流の風致を維持するために子の口制水門からの放流時限および放流量は次のとおりとする。

（１） 放流時限
（イ） ４月２１日から６月９日まで午前５時から午後５時まで
（ロ） ６月１０日から７月９日まで午前５時から午後６時まで
（ハ） ７月１０日から８月３１日まで午前４時３０分から午後６時まで
（ニ） ９月１日から９月３０日まで午前５時から午後５時３０分まで
（ホ） １０月１日から１０月３１日まで午前５時３０分から午後４時まで
（ヘ） １１月１日から１１月１０日まで午前６時から午後４時まで

（２） 放流量
（イ） ４月２１日から４月３０日まで １.３９ ‰/s
（ロ） ５月１日から１１月５日まで ５.５６ 〃
（ハ） １１月６日から１１月１０日まで １.３９ 〃

（４） 次の水利使用に支障を生じないために必要な流量の流水を放流すること。

（１） 立石発電所取水口下流かんがい用水放流量
５月中旬 ０.４５ ‰/s
５月下旬 ０.８７
６月上旬 ０.８７
６月中旬 ０.８７
６月下旬 ０.９０
７月上旬 ０.９０
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７月中旬 １.００
７月下旬 ０.８８
８月上旬 ０.８９
８月中旬 ０.９２
８月下旬 ０.８６
９月上旬 ０.５２
９月中旬から５月上旬まで ０.２０‰/s 以内

(２) 法量発電所取水口下流かんがい用水放流量
５月上旬 １.９４ ‰/s 以内
５月中旬 ４.３５ ‰/s 以内
５月下旬 ５.３７ 〃
６月上旬 ５.３７ 〃
６月中旬 ４.９９ 〃
６月下旬 ４.８５ 〃
７月上旬 ４.８５ 〃
７月中旬 ４.８７ 〃
７月下旬 ４.７３ 〃
８月上旬 ４.７７ 〃
８月中旬 ４.３５ 〃
８月下旬 ４.６４ 〃
９月上旬 ３.８９ 〃
９月中旬 ２.５４ 〃
９月下旬から４月下旬まで ０.２７８‰/s

（３） 法量発電所放水口下流かんがい用水放流量
５月中旬 ６.５０ ‰/s
５月下旬 ９.４０ 〃
６月上旬 ６.５０ 〃
６月中旬 ５.１０ 〃
６月下旬 ５.１０ 〃
７月上旬 ５.１０ 〃
７月中旬 ５.１０ 〃
７月下旬 ５.１０ 〃
８月上旬 ５.１０ 〃
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８月中旬 ５.１０ 〃
８月下旬 ５.１０ 〃
９月１日から９月１５日まで ４.６０ ‰/s
９月１６日から５月上旬まで ０.４１７ 〃

（４） 三本木原ならびに木ノ下平における国営開墾地用水放流量
５月上旬 ５.５０ ‰/s以内
５月中旬 １１.００ ‰/s以内
５月下旬 １３.５０ 〃
６月上旬 １３.５０ 〃
６月中旬 １３.００ 〃
７月上旬 １３.００ 〃
７月中旬 １３.００ 〃
７月下旬 １３.００ 〃
８月上旬 １３.００ 〃
８月中旬 １３.００ 〃
８月下旬 １１.００ 〃
９月１日から９月１５日まで ７.５０ ‰/s以内
９月１６日から４月下旬まで ０.２０９ 〃

（５） 十和田湖面の低下により各種施設に損害又は支障をおよぼさないようにしなければならない。
（６） 十和田発電所が行う使用水量の調整による１日間の流量の変動は焼山逆調整池の使用に係る権限の発生前にその権限が生じた他の

水利使用および漁業に支障を生じないように逆調整しなければならない。

２ 河川管理者は必要があると認めるときはこの水利使用を行なう者（以下「水利使用者」という。）に対し、前項の規定を守るため必要な
水利使用者がとるべき措置を指示することができる。

（十和田湖調節水門の位置等）
第５条 十和田湖調整水門の位置、目的、管理並びに費用は次のとおりとする。
（１） 位 置 青森県上北郡十和田町大字奥瀬字尻辺山国有林（子ノ口）地内
（２） 目 的 十和田発電所以下相坂川筋における東北電力株式会社の発電のためおよび三本木原並びに木の下平における国営開墾地に必

要なかんがい用水貯溜のために使用するものとする。
（３） 管 理 十和田湖調節水門は許可をうけたものが、青森県知事に代わって管理するものとする。
（４） 費 用 十和田湖水調節水門の管理に要する費用は、許可を受けた者の負担とする。

以 下 略


